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タヌキモと思われるもの一が分布していて、後者は明ら 

かに開花の生理も異なっていることを数年の観察からつ 

かむことができた。

コタヌキモについては浅水型•深水型が見られ、垂直 

的に見ると水深2 cm —1.5m までの最深部まで見られる。 

最深部の深水型でもほとんどちぎれて浮上することはな 

く、地下部の補虫のうは大きい。

アリノトウグサ科ーホザキノフサモ（多産する）

スイレン科ーエゾノヒツジグサ（極く普通に分布）

ヒルムシロ科ーエゾノヒルムシロ.リュウノヒゲモ

オトギリソウ科ーミズオトギリ（普通に分布）

トチカガミ科ーセキショウモ（極く普通に分布） ・ク 

ロ モ （少ない）……後者は個体数は少ないが確実に分布 

することを確認している。

オモダカ科一へラオモダカ（極く普通に分布） •アギ 

ナ シ （少ない）

カヤツリグサ科ーフトイ（北東岸部に群落あり）

スギナモ科ースギナモ……個体数は少ないが、確実に 

分布すること確認している。東南岸に分 

布を確認。なお、かってこの東南岸のヤ 

チヤナギ群落の中で本種の気中に産する 

ものを見たが、現在は消失している。そ 

の状況まさに佐藤潤平 （ 1942)が示す

興安北省満洲産の植生状況写真および線 

描画に相同のものであった。

おわりに

弁天沼の水生植物については、ほんの貧弱な観察を主 

に報告したに過ぎないもので、来年の本格的な調査によっ 

て全沼の水生植物を標本を付して報告することを予定し 

ています。末筆になりましたが、本報告につき標本の同 

定、分布について種々お世話いただいた神戸大学教養部 

の角野康郎博士に心から感謝の意を表します。
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これは何そや一正体不明の水生植物

外 山 雅 寛

北海道江別市八幡から正体不明の水生植物が採集され 

た0 外観はスケッチに示した通りで、これまでの既知日 

本植物のうちではイチョウウキゴケ Ricciocarpus 

natans  (L .) C o r d aに最も近縁な植物と思われる。 イ 

チョウウキゴケはイチョウウキゴケ属Ricciocarpus 

C o rd a中で唯1 種の既知日本産種で、保 育 社 刊 「原色 

日本蘚苔類図鑑」（服部新佐他）では、その分布（国内） 

は、本州一琉球となっており、大滝末男著「日本水生植 

物図鑑」では、「北海道」 も含められている。 しかし、 

筆者は北海道では1度もこの植物に出会ったことがない。

数種の図鑑でィチョウウキゴケとの比較を行なってみ 

たが、それと同1種の植物とはとても考えにくい。葉状 

体の基部より中心に濃紫色の太いすじが走り、途中で2 

又に分かれている。 図イチョウウキゴケに
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葉状体はスポンジ状で、裏面にはイチョウウキゴケと 

同様な紫色のリボン状鱗片を多数下亟、鱗片葉の形態は 

イチョウウキゴケに酷似しているが縁鋸歯はイチョウウ 

キゴケよりも浅い。植物体の大きさはイチョウウキゴケ 

とほぼ同大である0 イチョウウキゴケの変種のようでも 

ある0

北海道での採集は最初なので、極少の植物であること 

は間違いない。昨年採集のものを培養していたが、自生 

地が様変りしたため、再確認することができていない0 

広 t ヽ北海道のことであるから、どこかにまだ自生地があ 

るものと思われる。

ナガエツルノゲイトウ印旛沼に多産

斉 藤 吉 永

下総、 印旛沼畔にキク科のサクラオグルマ/mzZti

写真印旛沼のナガエツルのケイトウ

yosezatoana  M a k in oの撮影にでかけたが、天候が不 

安定で小雨がばらついたりで1 日を棒に振り、 2 日後の 

1992.10. 3 に再度印旛沼を訪れた。やはり天候が悪く帰 

り支度くをして身軽になって近くを歩いてみた。

マンジュンャゲが水田の畦を濃紅に飾り、 ピンクのサ 

クラタデ、白色のナガボノシロワレモコウが驚く程沢山 

咲いていて、どこからかカンタンの鳴く声が流れていた0

場所を移動して沼辺を歩くと妙な花を着けた草の一群 

を見つけた。 ヒシや才才カナダモ、ササバモ、 ドチカガ 

ミも近くに見られる場所で、 1本を水から引き上げて観 

察したが名前が判らず、写真を撮ってから若干を標本用 

に採集した（佐倉市舟戸)。今度は橋を渡って沼の反対 

側に廻り良くカワセミの姿を見た場所に寄って見た。

このあたりはホテイアオイとドチカガミが大繁殖して 

いるばかりであったが、釣り人のよく歩くマコモやコガ 

マが繁りアレチウリに覆われた水辺で同じ植物を見た 

(印旛村師戸)。

2 ヶ所共3 nf程の面積に繁茂していた0 これも若干採 

集して帰宅後調べてみたが、僅か中国の植物図鑑に似た 

ものがあるだけで、水草研究会報をくって見ると1992刊 

会報Na46に内山寛氏外5 氏の報文『1989年度日中協同研 

究による中国華中地方における水草の観察』の 3 頁の写 

真にもあって見当がついたものの、自信がなく角野康郎 

氏に御教示をお願いした。

早速角野氏から文献のコピーまで添えて細かい御教示 

を 得 た 。 こ れ で 始 め て ナ ガ エ ツ ル ノ ゲ イ ト ウ  

AIternanthera pK iloxeroides  (M art.) G r is e b .で 

あることが判った。

1992.10. 4 に別の用事で印旛沼にでかけ少し足を伸ば 

して作家吉门 I英治氏の母堂の生家のある佐會市江原地先 

の鹿島川畔に大群落があって驚かされた。 この川畔には 

吉川英治氏の歌碑があってその写真を撮っているときに 

眼についたのである。

計測したわけではないが100mにわたって繁殖してい 

て面積にすると80 nf位であろうか。

この附近にはキンガヤツリも数株生えていた。印旛沼 

を舟で精査するならもっと広く繁殖していることが判明 

するであろう。 とにかく下総印旛沼にナガエツルノゲイ 

トウが帰化していることを報告したい0

終りに資料まで添えて御教示賜った角野康郎氏に心か 

ら感謝の意を表したい。

(1992.10.20)
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